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　地球規模での環境課題が社会的問題になる中で、学校教育

の場でも環境への重要度が高まっています。 

  下水道は、市民が安全かつ快適に暮らすため、または、親しま

れる水環境や循環型社会の実現になくてはならない重要なもの

です。 

　しかしながら、下水道は日常生活の中で、ごみや水道などと比

べて目に触れる機会が少ないことから、どうしても市民の意識から

遠いものになりがちです。 

　大阪市都市環境局では、毎年９月１０日の「下水道の日」をはじ

め、下水道科学館での「夏休み子供教室」(８月)「水の流れツアー」

(１１月)など、下水道への理解を深めていただくために、様々な行

事を行っています。 

  一方、小学校の学習指導要領によると、下水道は、３年生及び４

年生の社会科において、廃棄物の処理という項目の中で、ごみか

下水道を選択して教えることになっています。 

   そこで、水環境課題の重要性からも下水道を授業でとりあげて

いただくため、大阪市都市環境局の監理団体である(財)大阪市

下水道技術協会が大阪市小学校教育研究会の協力を得て、下

水道副読本「わたしたちのくらしと下水道」を編集・発刊するとと

もに、併せてその解説書を作成しました。 

　この解説書により、授業において下水道が取り上げられる契機

となり、下水道に対する理解と関心を多くの児童の皆さんに持っ

まえがき 
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わたしのよそう 

●下水 
　家庭や学校、ビルや工

場などから流されるよご

れた水（汚水）や、下水

管に流れこんだ雨水のこ

とを、下水といいます。 

　下水が、どこへ、どの

ように流れていくのか、

考えを書いてみましよう。 「この水、どこへいくんだろう？」「この水、どこへいくんだろう？」 

〈わたしたちのくらしと水〉 
　わたしたちの地球は、青く美しく、豊かな水につつまれた惑星です。水は、水じょう気や雨、

雪や氷とすがたをかえながら、空と陸地と海の間をたえまなくめぐっています。 

　しかし生活に利用できる真水は、川や湖や地下にたくわえられた水であって、その量は、

地球全体の水の量のおよそ10，000分の1といわれるほどわずかで、とても大切な資源です。 

　人が使った水は、自然に生きる微生物の力で、あるていどきれいな水にもどりますが、家

庭や工場などで使ったたくさんの水は、自然の力だけでは、きれいな水にもどすことができ

ません。 

　「水」という大切な資源を、いつまでも豊かに使いつづけるにはどうすればよいか、今わ

たしたちはしんけんに考えなければなりません。 
すいじ 
（250  ） 

洗たく 
（240  ） 

水洗トイレ 
（210  ） 

ふろ 
（210  ） 

その他 
（90  ） 

■まもるさんの家は4人家族で、1日約1，000  使います。 

お店で水を使う 

工場で水を使う 

し　せつ 

そう じ 

ぎ   もん 

ふで 

じっ 

ちょう   り   　ば 

けん 

げ　　すい 

ま  みず 

りく  ち 

みずうみ 

ち  きゅう ゆた わくせい 

お  すい 

う  すい 

び  せい ぶつ 
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　大阪市などの地方公共団体は、およそ下水道法

をもとに整備を図ります。下水道法では、生活若しく

は事業に起因し、若しくは付随する廃水（いわゆる

汚水）又は雨水を「下水」と定義しています。また、

下水管や処理場、ポンプ場などの施設の総体を「下

水道」といいます。 

　川からくみ上げられた水は、家庭や工場で使われ、使

われた水は再び川や海に流れ込みます。海の水は蒸発

して上空で雲となり、雲は雨を降らせます。 

　そして雨水はまた、川や海に流れ込みます。地球上

の水は、このように循環しています。 

　下水道は、この「水の循環」の中で大切な働きをして

います。それは、汚れた水をきれいにすることです。下

水道は、産業や生活で汚した水をきれいにしてから川

や海へもどし、都市と水環境の共生を支えています。 

 

水は人々が生活するうえで不可欠なものであり、くらしとの関わりについて認識を
共有する。そして、学校や家庭で使ってよごれた水は、どこへ流れていくのかに関
心を寄せ、豊かな環境を共感する。  

川や海の汚れは、家庭や工場などからの排水が主な原因であり、下水処理場の
負担を少しでも減らし、水環境を守るためにも家庭などからの排水の量を少なく
することの必要性を学ぶ。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

■下水道とは 

自分の家庭では、毎日、どのくらいの水を使

っているのか調べ、水の大切さを実感して

みる。また、どのような水(飲み残した飲料や汁など)を排

出しているのか話し合ってみる。そして、汚れた水が、そ

のまま川や海へ流れ出てしまうと、くらしや水環境へどの

ような影響が出るのか考えてみる。 

●水利用の現況 

●水利用の形態 

●地球の水資源 ●１日の使用水量の変化 

生活用水 
19％ 

工業用水 
15％ 農業用水 

66％ 

海水など 
97.47％ 

氷河など 
1.76％ 淡水 

2.53％ 地下水 
0.76％ 

河川・湖沼など 
0.01％ 

●生活用水 

　私たちが家庭や学校などで使用する生活用水(家庭用水と
都市活動用水)２００３年(平成１５年)における使用量は約１６１億
m３で、１人１日当たりの平均使用量は３１３  であり、気温の高い
夏期に使用量は増加し、気温の低い冬期に減少する傾向があ
るが、近年、夏期と冬期の差は小さくなっている。 
　１日のうちでは、朝の７時～１０時、午後の６時～１０時にかけて、
多くの水が使われている。 
　家庭用水と都市活動用水には、それぞれ次のようなものがあ
げられる。 

飲食店、魚屋、豆腐屋、花屋、
美容院、病院、学校、プール、
デパート、事務所等 

飲料水、炊事、洗濯、風呂、水
洗トイレ、洗面、歯磨き、掃除、
散水、洗車等 

生 　 活 　 用  　水 

家 庭 用 水  都 市 活 動 用 水  

　２００３年(平成１５年)における
日本の水利用の実績は、合計
で約８３９億m３／年であり、この
うち、生活用水は約１６１億m３／
年、工業用水は約１２１億m３／年、
農業用水は５５７億m３／年であ
る。この水利用の実績以外にも、
融雪用水、養魚用水、発電用
水などがある。 

　地球上の水の量は１４億km３、このうち約９７.５％は海水。淡水は２.５％。しかも、
この淡水の大部分は南・北極地域等の氷で、地下水を含め河川や湖沼等として
存在する淡水は地球上の約０.８％にすぎない。さらに、この０.８％のほとんどが利
用困難な地下水であるため、利用が比較的可能な河川・湖沼等の水量は、地球

上の水のわずか０.０１％の約０.００１億km３にすぎない。 

工　業　用　水　の　用　途 

用　　途 主　要　な　業　種 

化学工業、パルプ・紙・紙加工品製
造業、石油・石炭製品製造業　等 

食品製造業、飲料・飼育・たばこ製
造業　等 

パルプ・紙・紙加工品製造業、輸送
用機械器具製造業、鉄鋼業　等 

化学工業、鉄鋼業、石油・石炭製品
製造業　等 

輸送用機械器具製造業、電気機械
器具製造業、繊維工業　等 

ボイラー用水 
 
原 料 用 水  
 
洗 浄 用 水  
 
冷 却 用 水  
 
温度調節用水 

1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 
（午前） （午後） 

「日本の水資源」による 
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抽水所（ポンプ場） 

下水管 

河川 

平成１７年度末までに工事が終わったところ 
平成１８年度から工事を予定しているところ 

水質をもっときれいにしようとしているところ 
地下に建設が進められている川のしせつ 

●地下のなにわ大放水路 
　大雨のときに、たくさ

んの雨水を集めて、住吉

川へ流す長さ約12.2km、

直径が最大6.5mの大きな

下水管です。 

　大阪市東南部の大雨を

きっかけに、1985年（昭

和60年）3月から建設が

はじまり、15年をかけて

2000年4月にできあがり

ました。 

わかったこと 

●汚水や雨水は、わたしたちの家や道路の下を通っている下
水管に流れこむ。 

●大阪市内には、下水管が網の目のように通っていて、その
長さを全部あわせると4，841キロメートルにもなる。
これは、大阪～東京間のおよそ10倍のきょりにあたる。 

●下水管は浅いところで地下およそ1メートルほど、深いと
ころでは地下およそ27メートルものところにうめられてい
て、直径は20センチメートルから太いものでは、なんと
6.5メートルもある。 

■下水道のしくみ 

■大阪市の主な下水管 

下水道には、汚水
と雨水を別々に流
す「分流式」とま
とめて流す「合流
式」があります。
大阪市は、ほとん
どが「合流式下水
道」です。 

家庭や工場から出る汚
水や道路などに降った
雨水は、地中にある下
水管に流れこみます。 
下水管にはかたむきが
あり、下水は、ひくい
方へしぜんに流れてい
きます。 

ポンプを使って
下水をくみあげ
て、流れやすく
しています。 
また、雨のとき
には、雨水をす
ばやく川や海に
流して、浸水を
ふせぎます。 

下水処理場へ 

大阪～東京間の約10倍 

●4，841km

●284万4000m3

大阪城天守かくの約85は

い分 

家庭や工場から出る

よごれた水や大雨の

ときの雨水は、どこ

へいくのかな。 

東京 

大阪 たん   とう 

お  すい う  すい 
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ちゅうすい しょ 

あみ 

あさ 

しょ    り   じょう 

だいほうすい  ろ 

けん せつ 

おおさかじょうてんしゅ 

ぶんりゅうしき 

ごうりゅう 

ふ 
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しき 

ひがしよこぼり 

ひらの すみのえかんせん だいほうすいろ 
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学校や家庭などから出た汚水や雨水の行方を考え、下水道のしくみを理解する。 

下水管などの下水道施設は、そのほとんどが地下に埋設されており、日常目にす
ることは少ないが、人々の暮らしを支える大切な都市基盤施設であることを学ぶ。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

●全国のまちなどで使われている下水管の長さは、平

成１５年度末現在、３５８,５３４キロメートルとなっています。

この長さは地球１周が約４０,０００キロメートルですので

地球をおよそ９周する長さにあたります。 

 

●道路の下には、下水管以外に水道管、ガス管、電話

ケーブル、電気ケーブルなどがあります。 

 

●大阪市内には約１８３,５００個のマンホールがあります。 

●下水管は道路の下に埋められて目にみえませんが、

上流が高く、下流が低くなっています。水は高いほう

から低いほうに流れますが、これを自然流下といい、

下水は、このように下水管の中を流れます。 

　このため、下水管は下流に行くほど深くなります。

あまり深くなると造るのが大変なだけでなく、点検や

掃除も大変になります。そこで、ところどころにポンプ

場を造って下水を高いところまでくみ上げ、そこから

ふたたび自然流下により下水処理場まで流れていき

ます。 

　淀の大放水路は、大野処理区と十八条処理区の二

つの処理区にまたがる最大内径7.5m、総延長22.5km

の大下水道幹線であり、淀川以北の抜本的な浸水対

策として、平成3年度から建設が進められています。 

　全体計画の完成までには長期間を必要とすることか

ら、工事の完成した区間から暫定的に雨水を一時貯留

しています。平成9年度に約5万m3、さらに平成17年度

末には約7.5万m3の一時貯留施設が完成しており、浸

水の緩和を図っています。 

■淀の大放水路 

大阪市のマンホール蓋 

事業着手１００周年記念デザインマンホール蓋 
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1
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浸水から 
町を守る 

清らかな川・ 
豊かな海を 
よみがえらせる 

ゆとりと 
うるおいのある 
町づくりを 
進める 

すごしやすい 
生活かんきょう 
をつくる 

水やエネルギー 
などの資源を 
有効に使う 

水洗トイレを使えるようにし

たり、どぶ川やみぞを下水管

にかえたりして、人々のくら

しを守り町を美しくします。 

処理した水をもう一度使ったり、

下水を処理するときに出るどろや

熱を、資源やエネルギーとして使

うなど、有効利用します。 

下水処理施設の上を公

園にしたりして、ゆた

かなまちづくりに役だ

てます。 

家や工場などから

出る汚水をきれい

にして、川に流

し、海や川の水を

よごさないように

します。 

雨水をすばやく川に流

して、水が家や道路に

あふれるのをふせぎま

す。 

大阪市の町づくりと下水道大阪市の町づくりと下水道 

地面の下にうめられている下水管 

下水道にはどんな役

わりがあるのかな。 

どぶ川（整備前） （整備後） 

■下水管の長さのうつりかわり 
5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0

（km） 

明治27 34 大正13 昭和10 17（年） 平成1040 503020 60

りゅうこう 

きよ 
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し     げん 

し   げん 

しょ  り 

う  すい 

お  すい 

し   せつ 

ゆう  こう 

ゆう こう 

たん  とう 

しん  すい 

まち 

せい び まえ せい び  ご 
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　大阪平野では、淀川等の土砂の堆積などによってで

きた沖積平野であり、上町台地などの一部を除いて大

阪市域の約90%がポンプ排水に頼らなければならない

雨に弱い地形となっています。 

　また、田畑が家屋等に変わり、道路が舗装され、都市

化が進み、降った雨の大半が地面に浸透しないで、い

っきに下水管に流入し、下水管の能力を超えると、浸水

が生じることになります。 

　大阪市の下水道は、ほぼ100%整備され、概ね10年

に1回の大雨(1時間60mmの降水量)を対象にさらに整

備を進めていますが、この雨水対策整備率は平成18年

3月末で約77.4%と全国平均を上回るものの、集中豪雨

時には、今なお浸水が発生しています。 

 

下水道が整備される前と整備された後の暮らしの違いなどを理解する。  

下水道が整備されたことにより、暮らしの様子がどのように変わったかを考えて、
下水道の必要性について学ぶきっかけとする。下水道は、人間が汚した水を自ら
の手できれいにして戻すという意味で、生態系や自然の環境システムを健全に保
つための重要な構成要素であることを学ぶ。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

■浸水対策 

そ
の
他
の
浸
水
対
策 

■雨水流出抑制 

●雨水流出抑制 
　大阪市では、土地の開発面積が

1,000m2以上で、雨水が浸透しやすい土

地から雨水が浸透しにくい土地へ変更

する場合は、雨水流出量の抑制(雨水貯

留施設・雨水浸透施設等の設置)を開

発事業者に行っていただきます。

1,000m2以下の場合も、雨水流出抑制

の協力をお願いしています。 

●防災マップ 
　大阪市では、想定している以上の浸水が予想さ

れる区域と避難時の心得を示した、防災マップを作

成しています。 

　浸水被害を軽減するためには、自分の住んでいる

場所がどの程度浸水する恐れがあるのかを把握し、

いざという時にとるべき行動を予め考えておくなど、

日ごろからの備えが重要です。防災マップを役立て

ていただき、もしもの時の役割や連絡方法などを今

一度よく話し合っておきましょう。 

●下水道整備による環境対策 
　在来の雑排水路に代わる下水道の管路は、下水を発生源から速やかに排除することにより、蚊やはえの発生

を減らすのみならず、病原性微生物による伝染病の予防に大きな役割を果たしています。また、管路の大部分

は暗きょ化(※)されるため、悪臭の排除や視覚的な環境整備の面においても大きく貢献しています。特に、トイレの

水洗化は、居住空間を便利でかつ快適なものとすることから、その効果は極めて大きなものです。更に、下水道

整備により、不要になったどぶ川や水路が解消され、都市内の水路跡地を親水公園や緑道、道路等とし、まちづ

くりに役立てています。 

(※)暗きょ化 ： 水路にふたをしたり、地下に下水管を埋設するなど、外部から見えないようにすること。 

●下水実験処理場 

　大正14年、市岡抽水所(ポンプ場)内に設けられた、促進汚泥
法(活性汚泥法)による下水実験処理場。促進汚泥法は、汚泥
中の微生物を利用して汚泥を浄化するもので、大正3年(1914)
イギリスで始めて開発され、同5年ごろから英米両国で実験に着
手していた。 

　現在では、活性
汚泥法と呼ばれ、
わが国でもほとん
ど全ての下水処
理場で採用して
いるが、当時とし
ては国内に実施
例のない画期的
なものであった。 

●雨水貯留施設助成事業 
　大阪市では、降った雨水をその場で貯留し、雨水

の流出を抑制する雨水貯留タンクの市内における

普及促進を図るため、購入費用の一部を 

助成するため

の、雨水貯留タ

ンク普及促進

助成制度を創

設します。 

■大阪市の地形図 

自然排水可能区域 
ポンプ排水を必要と 
する区域 

河川洪水位以下の低地 

参考 
満潮面（O.P.2.1m） 

区　　別 凡　例 

O.P.5.0以上 

O.P.4.0～5.0
O.P.3.0～4.0
O.P.2.0～3.0
O.P.2.0以下 

■大阪市の地盤高図 

O.P５.７～８.１m
満潮位（大潮時） 
O.P２.２m

O.P２.０～３.０m
O.P０～１.０m

O.P３０.０m

此花区付近 

北区中之島付近 

大
阪
城 

上町台地 

平野川 O.P２.０～４.０m

O.P：大阪湾最低潮位 



●雨水吐き室 
　雨が強くなっ

て、下水の量が

下水管が流せる

量をこえた時に、

せきをこえてす

ぐに川へ流し出

すしくみになっ

ています。 ■合流式下水道の 
　しくみ 

６００トン ６００トン ６００トン 

５７か所 ５７か所 ５７か所 

１,３２８m３/秒 １,３２８m３/秒 １,３２８m３/秒 １,３２８m３/秒 ７７.４％ ７７.４％ ７７.４％ 

１２か所 １２か所 １２か所 

９９．９％ ９９．９％ ９９．９％ ４,８４１km４,８４１km４,８４１km

ポンプ場は、市内に５７か所あります。 

１２か所の下水処理場で１日に処理
できる下水の量は、２，８４４，０００m３です。
大阪城の天守かくをますにすると、お
よそ８５はい分にあたります。 

市内には、直径２０cmから６．５mの下
水管がはりめぐらされており、そのぜん
ぶの長さは４，８４１ｋｍもあります。 

市内に住んでいる人のうち、どれくらい
の人が、下水道を使っているかをあらわ
した数字を、ふきゅう率といいます。大
阪市は、このふきゅう率が９９．９％です。 

下水処理場は、市内に１２か所あります。 

大阪市では、１時間に６０mmの大雨が
ふっても、雨水があふれないように、下
水道のせいびを進めています。せいび
のできた区いきのわりあいは、７７．４％
になります。 

下水を処理すると、１日に約６００～７
００トンの汚泥ができます。できた汚
泥は、燃やしたり、とかしたりして処
理しています。 

ポンプ場や下水処理場のポンプしせ
つを合わせると、１秒間に１３２８m３の
水を送り出すことができます。これは、
学校の２５ｍプールの約５.３はい分に
なります。 

数字で見る 

大阪市の 
下水道 
（平成１７年度末） 

〈ふきゅう率〉 

〈一日に処理できる下水の量〉 〈下水処理場〉 

〈ポンプが送り出す水の量〉 〈下水処理で出てくる汚泥〉 〈浸水対策ができた区いき〉 

〈ポンプ場〉 

〈下水管〉 

大阪市の下水道は、

どのようなしくみで

水を集めるのだろう。 

川 

下水 

下水管 

雨水吐き室 

汚水 

下水処理場 

雨水 

雨水 

処理水 

抽水所（ポンプ場） 

川 
■雨水吐き室 

下水処理場へ 
越流せき 

自然吐き口 
越　流 

歩道 道路 

汚水 雨水 ■分流式下水道 

２８４万４０００m３ ２８４万４０００m３ ２８４万４０００m３ 

85× 
はい分 

5.3× 
はい分 

●汚泥 
　下水を処理するときに

出てくるどろのことを汚

泥といいます。 

ごう りゅう しき 

お　 すい う　 すい 

き　 かん 

ぶん りゅう 

しき 

は　　　しつ　 

えつ  りゅう 

しょ り じょう 

し  ぜん 

ちゅうすい しょ 

たい    さく 

りつ 

たいさく しんすい お  でい 

すう　   じ  
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大阪市が取り入れている合流式下水道のしくみを理解する。  

下水道には、合流式下水道と分流式下水道の2つの排除方式があり、古くから下
水道整備を始めた大阪市は、合流式下水道を採用している。2つの排除方式の
違い及び合流式下水道の課題と取り組みについて説明する。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

●下水管の増強や自然吐き口の統廃合 

　晴天時や雨が弱い時は雨水を含む全ての下水を処理で
きますが、雨が強くなり下水が増え、その量が一定量を超え
ると、その一部は自然吐き口から川などに流れ出ます。そこで、
その降雨時の越流水量を減らすために、下水管の増強を
図ります。また、自然吐き口の数が多いことから、自然吐き
口を統廃合して吐き口数を削減するとともに、下水管の増
強や雨水滞水池を組み合わせることにより越流水量や越
流回数を削減します。　 

●雨水滞水池の建設 

　晴天時に下水管や道路等にたまった汚濁物は降雨時に
雨で洗い流されるため、降雨の初めの下水には汚濁物が
多く含まれています。雨水滞水池はこの下水を貯留する施
設で、貯留された水は雨が止んだ後、下水処理施設で処理
されます。 

ポンプ 

雨が止んだ後、下水処理施設へ 

●雨天時下水活性汚泥処理法（3W処理法）の導入 

　晴天時には流入した下水は高級処理（沈殿処理と生物処理）
していますが、降雨時にはその流入量が一定量を超えると、一部
は簡易処理（沈殿処理のみ）しています。雨天時下水活性汚泥
処理法は、簡易処理しかできなかった下水を高級処理して、汚
濁物をより多く除去する本市独自に開発した新しい処理法です。
（3W：Wet Weather Wastewater 雨天時下水） 

最　初 
沈殿池 

最　終 
沈殿池 

生物処理 
沈殿処理 

一定量以上 
雨天時下水 一定量以内 

反応タンク 

一定量以上 

●雨水沈砂池スクリーンの目幅縮小化 

　下水処理場や抽水所では、雨水沈砂池の前後にごみ等を取
り除くスクリーンが設置されています。しかし、現在のスクリーンの
目幅（バーピッチ）は50mm程度であり、小さいごみ等は流れ出ま
す。そこで、スクリーンの目幅を25mmに縮小し、小さいごみ等が
流れ出るのを防止します。 

●雨水吐き室へのろ過スクリーン等の設置 

　降雨時に下水が一定量を超えると、ごみ等を含む下水が
越流せきを越え川などへ放流されます。そこで越流せきの上
にろ過スクリーン等を設置してごみ等を取り除きます。 

雨水吐き室 川などへ放流 

下水管 

ろ過スクリーン 

下水処理場へ 

●対策前 

●対策後 

　下水道使用料には、汚水の量による一般汚水使用料と、汚れの
程度による水質使用料があります。一般汚水使用料は、使用した水
量が多くなればなるほど単価が高くなる逓増制を採用していますが、
福祉措置として重度障害者世帯等については申請に基づいて基本
額を減免しています。 
　水質使用料は、高濃度汚水の排出者から、一般汚水使用料に加
算して徴収しています。 

　大阪市の下水道使用料は、大都市（東京都区部と政令指定都市）
の中では、一番安くなっています。 

（消費税込み／単位：円） 
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■大都市の下水道使用料比較（２０m３/月） 

静
岡
市

 

堺
　
市

 

2,551

2,745

下 水 道 使 用 料  

　本市では市域の約97％が合流式下水道で整備さ

れています。その区域には、下水処理場（場内ポンプ

場）の吐き口が12か所、抽水所（ポンプ場）の吐き口

が46か所、下水管から直接放流される自然吐き口が

56か所、合計で雨水吐き口は114か所あり、市内各

所に点在しています。 

　川などの水質をよくするため、下水道からの放流

汚濁負荷量を削減する対策を実施します。 

■雨水吐き口 



●ペスト 
　ペストきんによって起こ

る伝せん病で、ネズミのノ

ミから人へ、そして、人か

ら人へとうつりました。 

●コレラ 
　コレラきんによって起こ

る伝せん病で、はげしい下

りやおうとを起こします。 

↑下水道ができる前は…

　フランスのパリは、古

い歴史のある都市ですが、

１４００年ごろには、道

路に汚物が投げすてられ

ていました。 

←古代の下水道遺跡　 

モヘンジョ・ダロという都市（今のパキ

スタン）の下水を流していたみぞです。 

↑明治時代につくられた、

レンガでできた下水道（大

阪市中央区） 

↑今の太閤（背割）下水のようす 

平成１７年１２月に、大阪市の指定文化財

になりました。 

　今から約２６００年前には、

古代ローマやエジプトなどでも、

下水道がつくられました。 　日本でも、下水道は、約２

２００年前の大きなむらや、

約１３００年前の平城京の

あとで見つかっています。 

　世界でもっとも古い下水

道は、今から約４０００年前に、

古代インドでつくられたと

いわれています。 

　わたしたちの大阪でも、

１５８３年に太閤（背割）下

水がつくられました。 

 

太閤（背割）下水 
　大阪城を建てた豊臣

秀吉は、町づくりにも力を

入れました。ごばんの目

のように道路をつくり、建

物が背中あわせになって

いる家のうらがわに、下水

こうをほりました。太閤（背

割）下水は、手を加えられ

て、今でも使われています。 

 

　明治時代になって、コレラの

流行などをきっかけにして、大阪

市では１８９４年に、近代的な下

水道をつくることになりました。 

　１７６０年ごろから、工業がさかんに

なってくると、ますますたくさんの人が

都市に集まるようになって、世界各地

でコレラが大流行しました。 

　そこで、イギリスのロンドンでは、１

８５５年から下水道工事を始め、ヨー

ロッパのほかの国やアメリカなどでも、

下水道の工事を行なうようになりま

した。 

　１３５０年ごろ

のヨーロッパで

は、下水道が十

分に発達してい

なかったので、たく

さんの人が集まる都

市では汚物が道路や公

園に投げすてられ、ペスト

などの伝せん病が流行しま

した。 

　たくさんの人が大阪に

あつまり、工業が発達した

ため、川の水のよごれが

ひどくなりました。そこで、

１９４０年に津守と海老江

に下水処理場をつくり、

運転を始めました。 

ヨーロッパ 

アフリカ 

アジア 

オセアニア 

北アメリカ 

南アメリカ 

↑１９４０年にできた津守下水処理場 

●平城京（710～784年） 
　今の奈良市のあたりに

つくられた古代の都。中

国の都を手本にして、ご

ばんの目のように道路が

整備されていました。 

　今、そのころの建物の

一部が復元されています。 

●太閤（背割）下水の図 

●明治時代（18 6 8～
1912年） 
　武士の時代が終わって、

日本の近代化が進められ

た時代です。 

　ヨーロッパやアメリカ

の文化や考え方を取り入

れて、憲法の制度や国会

の開設、新しい学校制度

などをつくりました。ま

た、進んだ技術を取り入

れて、産業を発達させた

り、町づくりに生かした

りもしました。 

むかしの下水道につ

いて調べてみよう。 

日本の下水道は、い

つごろつくられたの

かな。調べてみよう。 

お    ぶつ 

せ    わり たい こう 

とよ とみ 

ひで よし 

び　  え 

うん てん 

え つ   もり 

しょ り　じょう 

へいじょうきょう 

せい  び 

ふくげん 

し てい ぶん  か 

し   りょう 

お 

げ 

れき し 

こ    だい 

い せき 

きん   だい   てき 
ざい 

ぶ   し 

けん ぽう 

さんぎょう はったつ 

かいせつ 

ぎ じゅつ 

せい  ど こっ かい 
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下水道は、伝染病の防止など公衆衛生の向上や汚水の速やかな排除を目的とし
て発達し整備が図られてきた。古くから人々の暮らしに欠かせない施設であったこ
とを理解する。 

下水道が人々の暮らしになくてはならない施設として、その時代に応じて作られて
きた歴史を知る。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

新撰増補大坂大絵図（元禄4年） 太閤（背割）下水見学施設 

大坂城 

道頓堀川 
東横堀川 

　下水道は、今から4000年ほど昔の古代都市には

造られていたと見られ、使った水を集めて川へ流す

役割をもち、古くから生活に深く関係していました。 

　中世のヨーロッパでは、屎尿を農作物の肥料とし

て用いましたが、下水道が発達しなかったこともあり、

人々が集中する都市では汚物が街中に投げ捨てら

れて衛生状態は悪く、ペストなどの伝染病が流行し

ました。 

　こうしたことから、世界各地で下水道がつくられま

したが、微生物によって使った水をきれいにするしく

みは、20世紀はじめになってイギリスで開発されまし

た。 

 

　私たちの国でも下水道は、弥生時代の大きな集

落や奈良時代の平城京のあとで見つかっています。

大阪市内にある豊臣～江戸時代のまちで造られた

下水道網は、江戸・明治時代に改修が施され、現在

も部分的(延長約19km)に使用されています。 

　わが国も長い間、屎尿は、肥料として利用してい

ましたが、大正～昭和時代に入って化学肥料が広

まり、人々が集中するまちでは、屎尿の処分が必要

になり、海の沖合いに捨てられたりしました。大阪市

では、背割下水を利用してきたことと早くから下水

管を布設していき、1940年には、津守(現在の西成区)

と海老江(現在の福島区)の場所に下水処理場が

できています。 

　また、全国で高度成長期には、工場などから出る

汚れた水が川や海などへ流れだし、公害がおこりま

した。その後、こうした汚れた水も下水道で処理す

るようになり、川や海などの水質が安全であるように

まもる役割を下水道はもっています。 

　豊臣秀吉の大坂城築城に伴う町づくりは、東西

の横堀川を開削し、その土砂で土地のかさ上げを

行い、町づくりを行いました。当時、市中の下水は、

太閤下水へ集められ、人工の運河として開削され

た東西の横堀川に概ね排水されました。 

　また、江戸時代を通じての大阪の町の拡張・整備

により太閤(背割)下水の総延長は、大阪市政の発

足時(明治22年1889年)で350kmにも達していました。 

　この下水溝は、豊臣秀吉にちなんだ太閤下水や

背割下水と呼ばれ、平成17年12月に大阪市の指定

文化財に指定されました。 

■太閤（背割）下水 

「見学施設」について 

○所在地：中央区農人橋1丁目3-3（市立南大江小学校の西側） 

○昭和60年に開設の同施設は、リニューアルを平成19年1月

に終えて、地上から自由に見学できるようになりました。また、こ

れまでと同様、地下から間近に見学することもできます。 

[問合せ先　（財）大阪市下水道技術協会　�6615-6376]

両親、祖父母から過去において雑排水や

し尿をどのように取り扱ってきたかを聞いて

みましょう。 

そして、くらしの様子の変化を考えてみる。 



海老江下水処理場 

見学のしかた 

●係の人の話をよく聞

く 
●見たことや聞いたこ

とをメモにとる 
●気になったこと、ぎ

もんに思ったことは

しつもんする 

■大阪市の下水処理場と 

　処理区いき 

住之江処理区 

津守処理区 

平野処理区 

中浜処理区 

放出処理区 

今福処理区 

寝屋川北部 

流域下水道 

寝屋川南部 
流域下水道 

大和川下流西部流域下水道 

十八条処理区 

千島処理区 

市岡処理区 

此花処理区 

海老江処理区 

大野処理区 今福下水処理場 

中浜下水処理場 

平野下水処理場 

放出下水処理場 

十八条下水処理場 

海老江下水処理場 

大野下水処理場 

此花下水処理場 

市岡下水処理場 

千島下水処理場 

住之江下水処理場 

舞洲スラッジセンター 

津守下水処理場 

津守下水処理場 

下水処理場の 
あるところ 

処理している 
区いきのはんい 

よごれた水

はどうなる

のかな？ 

働いている人

はどんなくふ

うや努力をし

ているのかな？ 

下水処理場の

しくみはどう

なっているの

かな？ 
… 

… 

しょ　　り     じょう 

おお   の 

え     び     え 

この  はな 

なか はま 

はな てん 

ねやがわ 

やまとがわ 

りゅういき 

つ   もり 

ひら   の 

いち おか 

まい  しま 

はたら 

はん   しん   でん   しゃ よど   がわ  えき 

かい     ぎ     しつ 

び       え 

え 

すみ   の      え 

ち   しま 

じゅうはちじょう 

いま ふく 
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処理場名 処理能力（ｍ３/日） 
今福下水処理場 
中浜下水処理場 
放出下水処理場 
平野下水処理場 
住之江下水処理場 
津守下水処理場 
千島下水処理場 
市岡下水処理場 
此花下水処理場 
海老江下水処理場 
大野下水処理場 
十八条下水処理場 
舞洲スラッジセンター 

計 

３２０，０００ 
２８８，０００ 
１５４，０００ 
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７９，０００ 
１２０，０００ 
１６８，０００ 
３２６，０００ 
２８０，０００ 
２０３，０００ 
ー 

２，８４４，０００ 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 
１２ 
１３ 

処理場名 処理行政区 
今福下水処理場 
 
中浜下水処理場 
 
放出下水処理場 
平野下水処理場 
住之江下水処理場 
 
津守下水処理場 
 
千島下水処理場 
市岡下水処理場 
此花下水処理場 
海老江下水処理場 
大野下水処理場 
十八条下水処理場 

城東、都島、旭、鶴見 
城東、東成、生野、東住吉、 
阿倍野、天王寺、中央 
城東、東成、生野 

生野、平野、東住吉、住吉、阿倍野 
住之江、住吉、阿倍野、西成 
西成、浪速、西、北、中央、 

天王寺、阿倍野 
大正 
港、西 
此花 

福島、北、此花 
西淀川、淀川、東淀川 
淀川、東淀川 

１ 
２ 
 
３ 
４ 
５ 
６ 
 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 
１２ 

●大阪市の下水処理場・スラッジセンター 

●下水処理場の処理行政区 

急速ろ過施設（平野下水処理場） 

　大阪市では、通常行われる高級処理よりも良好な水

質を得るため、砂ろ過などの高度処理施設の建設をす

すめています。 

　平野下水処理場は全量高度処理を行っています。 

　大阪市では限られた敷地の中で必要な施設を設置する

ため、又さらに高度処理施設を建設するため大阪市独自

の技術を駆使し、用地の確保と建設コスト低下に努めてき

ました。 

　独自技術による施設には次のようなものがある。 

1

2

3

　反応槽の下に沈澄池(最終沈殿池)を設置する２段形式による用
地の縮少化 

　沈澄池(最終沈殿池)を縦２段・３段の設置による用地の縮少化 

　舞洲スラッジセンター、平野・放出下水処理場への汚泥処理施
設集約化による用地の確保 

■下水処理場の限られた敷地の有効活用 



■ちんさ池 

下水にまじっているすなやごみ

をとりのぞく。 

■はんのそう 

空気をふきこんで、微生物のは

たらきによって、下水中のよご

れを食べてしずみやすくする。 

■ちんちょう池（最終ちんでん池） 

よごれを食べた微生物と水

にわける。 

きれいになった水は、このあ

と消毒して川か海へ流す。 

■ポンプ 

よごれた水をちんでん池に送った

り、雨水を川へはい水したりする。 

■最初ちんでん池 

ちんさ池でとれなかったよごれ

をおとす。 

しょ　 　り      じょう 

し     せつ 

お     でい 

び せいぶつ さいしょ 

のこ 

さいしゅう 

び せいぶつ 
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家庭や工場などから出る汚水や雨水は、どこを流れ、どのように処理されているか
を考え、下水道の働きを理解する。 

下水処理場は、水処理施設と汚泥処理施設があり、各施設の役割・機能について、
施設見学などを通じて学ぶ。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

●抽水所（ポンプ場） 
　家庭などからの下水を下水処理場まで自然に流すには、
地中深くまで掘り下げて下水管を設置しなければなりません。 
　そこで、途中に抽水所（ポンプ場）を設けて、そこで下水を
くみあげて、下水処理場まで送ります。 
　また、降雨時には、下水管に流れこんだ雨水をポンプで速
やかに河川へ排除して、浸水を防止します。 

●沈砂池・スクリーン・ポンプ 
　下水管で集められた下水は、沈砂池とスクリーンで大きな砂
やごみを取り除き、ポンプでくみあげて沈殿池に送ります。 

●最初沈殿池 
　ここでは下水をゆっくり流し（３０cm／分以下）、下水中の
比較的沈殿しやすい固形物(沈砂池を通過した土や砂、汚
物等)を除去する。 
　また、水面に浮いた微細なごみや油脂類、浮遊物等も取り
除かれる。なお、下水が最初沈殿池に滞留する時間は１時
間３０分程度で、この間に通常、BODは３０％、SSは４０％が
除去される。 

●消毒設備 
　処理水の安全性は、一般的に大腸菌群数を指標
としており、下水処理場からの放流水中の大腸菌群
数の限度は、３,０００個／ｃｍ３と定められている。 
　消毒には、次亜塩素酸ナトリウムを用いる。 

●反応槽 
　微生物は空気に触れると活動が活発になり、下水の中の
有機物を栄養源として増殖する。 
　この増殖した微生物が集まったものが活性汚泥である。（標
準活性汚泥法） 
　このため、反応槽内の微生物に空気を吹き込むことで、最
初沈殿池では除去できないよごれなどを微生物が吸収・分解
して沈降分離が可能となる。 
　反応槽内の微生物量、有機物量、空気量などの条件によ
り出現する微生物の種類が異なるが、一般に６０種類ぐらい
出現する。写真のボルチセラ、パラメシウムなど(Ｐ１６)は、下
水処理が良好な状態のときに見られる。ここでは、約８時間
程度、空気を吹き込んでかきまぜる。 

　下水処理場における汚水処理システムの最も基本的
な部分は微生物の力（自然の浄化能力）を利用している。 
　下水処理場は工場ではなく、自然の縮少版である。 

■下水処理 
　汚泥は濃縮、消化および脱水処理を行い、その後焼

却や溶融処理をしている。 

　発生したスラグや消化ガスは建設材料や発電用燃

料などに有効利用している。 

■汚泥処理 

●ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 

　水の汚れを示す重要な指標のひとつで、水中の有機物（汚れ）
を微生物が分解するときに必要な酸素量を表わしており、汚れ
がひどいほど、多くの酸素を必要とするため、値が大きくなります。 

●ＳＳ（浮遊物質量） 

　ＳＳは水に溶けずに浮遊している物質の量を表わしており、こ
の値が大きくなると、見た目にも汚れがはっきりとわかるようにな
ります。 

●沈澄池（最終沈殿池） 
　活性汚泥は、３～４時間かけてゆっくり沈み、上澄み
は消毒設備に送られる。池底に沈んだ活性汚泥は、
一部が反応タンクに返送され、余剰分は汚泥処理施
設で焼却等処分される。活性汚泥は、微生物の集合
体であり、その外見に比べてにおいはほとんどない。 

●濃縮機 
　水処理施設から発生した汚泥を濃縮することにより、その
後の汚泥処理を効果的に行う。 

●溶融炉 
　脱水機から発生するケーキ状の汚泥を高温で処理する。
発生したスラグは建設資材として有効利用できる。 

●脱水機 
　汚泥を脱水することにより、汚泥量の減少を行う。その結果、
その後の処理が効率的となる。 

●消化槽 
　有機物を分解・ガス化することにより、汚泥量と悪臭の減
少を行う。また発生する消化ガスはエネルギー源として有効
利用できる。 



もっと調べてみたいこと もっと調べてみたいこと 

■よごれを食べる微生物 

よごれを食べている微

生物 

よごれを食べて太って

いく微生物 

微生物が集まってちん

でんした活性汚泥 

消毒して川に流す 
■微生物が水をきれいにするようす 

ボルティセラ（ツリガネムシ） 

マクロビオツス（クマムシ） 

パラメシウム（ゾウリムシ） 

１μm（マイクロメートル）は、 

１０００分の１mm

しょ　 り   じょう 

かっ  せい お　 でい 

さい しゅう 

び    せい   ぶつ 

しょうどく 

かっ せい   お でい 

はたら 
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①水の色や臭いがどのように変化したでしょうか 

②汚泥の色や臭いをどのように感じたのでしょうか 

③反応槽の微生物はどんなカタチですか【顕微鏡写真】 

④最初沈殿池でカラスや鳩がいて、何を食べていまし
たか 

■水処理などについて 

⑧ここで働いている人は何人ですか 

⑨台風が来たときはどうするのですか 

⑩冬の寒い時に何に注意するのですか 

⑪薬品としてどのようなものを使っていますか 

⑫電気はどの程度の量ですか 

■その他 

⑤この下水処理場に来る下水は、どの地域の汚水です
か 

⑥沈砂池にたまった砂は、どこへ持って行くのですか 

⑦今までに流入してきた最大量はどのくらいですか 

■処理設備について 

!処理前の状態ですので、【色】や【臭い】を感じてくだ
さい。 
"傾斜によって、各地域から流れてきますので最終到達
点の沈砂池では、地面から深くなります。どの程度深
くなっているか確かめてください。 

沈砂池―流入水 

!ここのポンプを使って、下水を汲み上げます。 
"ポンプが何台もあるのは、大雨の時と深夜の時など流
量に合わせて効率的に運転するためです。 
#停電に備えてディ－ゼルエンジンで動くタイプもあり
ます。 

ポンプ室 

!沈んだ泥をかき寄せるフライトのゆっくりとしたスピ
ード（０.６┃／分）を見てください。 

"上澄水（表面水）はまだ濁っていますが、ビニールや
タバコの吸殻などごみが浮いています。これらはス
カムスキマーで除去します。 

最初沈殿池 

!撹拌方式に違いがあります。空気式とプロペラ式です。 
"空気の泡を良く見てください。細かい泡の方が効率
がいいのです。 

反応槽 

!沈砂池で見た【色】【臭い】がどのようになっているか
確認してください。 

"透視度を測定してみてください。 

沈澄池（最終沈殿池）　放流水 

!最初沈殿池汚泥と最終沈殿池汚泥の【色】や【臭い】
の違いを確かめる。 

"濃縮汚泥・消化汚泥の違いを確認する。 
#消化ガスの有効な利用方法を知る。 

汚泥処理施設　濃縮槽・消化槽 

　下水がきれいになっていく処理の過程及び下水を浄化する微生物の働きにつ
いて理解する。 

　わたしたちが汚した水は、いろいろな種類の微生物の働きによって浄化され
ていることを学ぶ。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

たとえば、水の処理過程とともに見学する場合は、 
次のようなポイントを確かめてください。 



●BOD 

（生物化学的酸素要求量） 

　水がどれほど汚れてい

るかを示す指標です。数

字が大きいほど、汚れて

いることを示しています。 

●グラフについて 
　下水道の整備が進むに

つれて、大阪市内を流れ

る川の水質が、よくなっ

ていったことがわかりま

す。 

●川や海はしぜんのは
んのうそう 
　下水処理場のような、

微生物を使ってよごれた

水をきれいにする方法は、

小川などで、しぜんの力

で水がきれいになってい

くのと同じです。 

　小川では、石などのあ

いだを水が流れてしぜん

に水の中に空気がはいり、

石のまわりなどにいる微

生物が元気になって、水

の中のよごれを食べて、

水をきれいにします。 

　下水処理場は、このよ

うな、しぜんの中でよご

れた下水がきれいになっ

ていくしくみを、人工的

につくった施設です。 

■大阪市内を流れる川の水質のへんか 

●処理する前の水 

●処理した後の水 

下水処理場

では、たく

さんの施設

や、機械が

使われてい

たね。 

働く人の努力

やくふうがよ

くわかったね。

施設の広さや、

汚泥の再利用

にはおどろい

たよ。 

にごっていてくさ

いにおいのした

水が、よごれが

とれてにおいも

ないきれいな水

になったことに

びっくりしたよ。 

しょ　  り     じょう はたら 

し    せつ 

はつ  でん うん  てん 

お　でい 

すい   しつ   たん   とう 

き    かい 

じんこうてき 

び せいぶつ 

てん   けん しゅう  り 

さんそようきゅうりょう 

しひょう 

せい　び 

かん    そう 
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　下水処理場では、24時間連続して汚水の処理を

行っており、刻々変化する水量に応じて効率のよい

運転をする努力をしています。 

　また、放流水の水質を適正に保つため、下水処

理場の試験室では各種の水質検査をし、放流水質

の監視を行っています。 

■下水処理場の維持管理 

　抽水所は、汚水を下水処理場に送水するほか、

雨天時には、雨水を河川に排除し浸水を防ぐ重要

な役割を担っています。このため、変化する流入下

水量に応じた運転管理を行うとともに、大雨に備えて、

施設の点検・補修も怠ることはできません。 

■抽水所（ポンプ場）の維持管理 

ポンプ場の点検　（ポンプの一部を 
分解しながら綿密に点検を行う） 

水質試験所　（水質試験所では、工場排水等の水質分析、 
および水質の調査研究を行っている） 

処理場流入水 
（BOD１３０mg/  ） 

高級処理水 
（BOD１０mg/  ） 

高度処理水 
（BOD３mg/  ） 

●フナ ●アユ 

■下水道人口普及率と市内河川水質（BOD）の経年変化 

０ 

１０ 

２０ 

３０ 

４０ 

５０ 

０ 

２０ 

４０ 

６０ 

８０ 

１００ ６０ 
（mg/  ） （％） 
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37.5

67.7

93.7
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寝 屋 川（京　橋） 

土佐堀川（天神橋） 

堂 島 川（天神橋） 

道頓堀川（大黒橋） 

大　　川（毛馬橋） 

BOD

35.8

●下水処理場に入ってくる下水はBODでおよそ

130mg/�あったよごれを90％以上除去し、およそ

10mg/�に浄化したうえで放流しています。 

 

●市内河川の水質は、下水道が整備された昭和45年

頃から大幅によくなっています。 

下水処理場で働く人たちから、24時間休むことなく下水道施設を維持管理してい
る仕事の内容について聞き、理解を深める。 

下水処理場は、常に流入してくる下水を処理するために、様々な設備が稼動して
おり、その保守・点検や、処理の程度をチェックするための水質分析など、常にた
くさんの人間が働いていることを学ぶ。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 



●グラフについて 
　下水道の整備が進むに

つれて、水洗トイレを使

う家庭がふえてきました。

昭和30年ごろから少しず

つふえはじめ、昭和50年

ごろには、大阪市のほと

んどの家庭が水洗トイレ

になりました。 

③気もちのよい生活を 

②魚がすめる川に 

①雨水を川や海に 

ホタルの飼育（平野下水処理場） 放出下水処理場 

大野下水処理場 

海老江下水処理場  いこいの場・せせらぎの里 

大阪城の濠へ送水 

砂を洗う 

◎きれいになった水は、下水処理の運転で熱くなった機械を、
　ひやすときにも使われています。 
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■大阪市の水洗トイレのひろまり方 

ホタルのせい虫 

ホタルのよう虫 

しょ　 り 

あみ 

はたら 

し        げん 

お   でい 

し いく ひらの 

ほり 

あら すな 

そうすい 

はなてん 

おおの 

え　び　え 

しょうか 

しん   すい 

すい   しつ 

うんてん 

せい　び 
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　下水道の主な役割は、浸水対策・水質保全対策・
環境保全対策があることは、すでに学習したが、下水
道がもつ資源やエネルギーは、有効利用することによ
って、循環型社会の形成、省エネルギー対策、地球環
境の保全などに寄与していることを理解する。 

　下水道資源としての処理水は、せせらぎや市内河
川への修景用水や河川維持用水など水環境を創出
して、市民に潤いの場を提供するなど社会に貢献し
ていることを学ぶ。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

　下水道が整備されると、水洗トイレが設置できる

ようになり、衛生的な生活ができます。大阪市では、

全戸数の99.9%に水洗トイレが普及しています。昭

和52年に、南区(当時)で全国の市町村、特別区、

行政区として初めて100%を達成したのをはじめと

して、現在まで13区において水洗化100%を達成し

ています。しかし、平成17年度末で155戸の未水

洗家屋が残っており、大阪市では、水洗化の際の

助成金制度を設けて、未水洗家屋の解消に努め

ています。 

■水洗トイレの普及 

　下水処理場へ見学に行き、下水

処理水が流れている「せせらぎ」や

下水汚泥焼却灰で作られたレンガの歩道を実際

に見て、下水道資源の再利用の状況について

話し合う。 

●下水処理場内での主な再利用事例 

●「せせらぎの里」への送水→中浜・放出下水処
理場など7か所 

●「ホタル」の飼育用水→平野下水処理場・ホタル舎 
●処理施設の洗浄、冷却用水等→12か所の全下
水処理場 

●下水処理場外での主な再利用事例 

●大阪城への送水→外濠の濠維持用水 
●今川、駒川、細江川への送水→河川維持用水お
よび修景用水 

エネルギーの利用 

汚泥の利用 

処理水の利用 

焼却 

水資源 給湯用 
ヒートポンプ 

メタンガス 
ガス発電 
焼却加温用燃料 

（焼却灰） 

（スラグ） 

透水性レンガ 

建設資材 

ビルの冷暖房 

溶融 

脱水 消化 

熱 

防災用水 

散水用水 

親水用水 

洗浄用水 
場内維持用水 

修景用水 

水洗便所用水 

排熱 

スポーツ広場 

防災避難所 太陽光発電 

公園等 

施設空間の利用 

●下水道資源の木 

●中央区（南区Ｓ５２・東区Ｓ５９） 

●西区（Ｓ５７） 

●東成区（Ｓ５８） 

●城東区（Ｓ６０） 

●天王寺（Ｓ６１） 

●鶴見区（平成元年１０月） 

●浪速区（平成元年１２月） 

●阿倍野区（平成２年１０月） 

●住之江区（平成４年３月） 

●港区（平成５年１月） 

●生野区（平成６年２月） 

●福島区（平成６年７月） 

●旭区（平成１３年９月） 

●完全水洗化行政区名 

●下水処理を利用した水辺空間 

■きれいになった水の使いみち 
　　　　　　　［下水処理水の有効利用］ 

　下水処理水は、都市における貴重な水資源であり、

この水をさらにきれいに処理した高度処理水は、下

水処理場内で再利用されるだけでなく、せせらぎ等

の水源として利用することで都市における美しい水

辺環境の創造にも役立てられています。 

東淀川区 

北区 

中央区 
西区 

福島区 

都島区 

旭区 

鶴見区 城東区 

東成区 

生野区 

平野区 
東住吉区 

住吉区 

阿倍野区 

天王寺区 浪速区 

西成区 

住之江区 

大正区 

港区 

此花区 

淀川区 

西淀川区 

平野せせらぎの里 

中浜せせらぎの里 

放出せせらぎの里 

住之江抽水所 
せせらぎの里（雨水利用） 

千島せせらぎの里 

市岡 
せせらぎの里 

舞洲スラッジセンター 
のせせらぎ（雨水利用） 

四季の庭 

大野せせらぎの里 



●スラグとは 
　池のそこにしずんだ汚

泥を1，200℃以上の高温

でとかしたものを溶融ス

ラグといいます。この溶

融スラグを、水そうで急

に冷やしてできた黒い砂

のようなものが水砕スラ

グです。 

●舞洲スラッジセンター 
大阪湾に埋めたててつく

った人工の島「舞洲」で

汚泥をまとめて処理する

施設です。 

舞洲スラッジセンター 

溶融スラグ 

水砕スラグ 

スラグでつくった建設資材 汚泥から作った色つきレンガをしいた遊歩道（千島せせらぎの里） 

●大阪湾のうめたて 
　下水を処理してできた

スラグはすべて利用して

いますが、しょうきゃく

灰のほとんどは、大阪湾

の２か所でうめたてに使

われています。 

…うめたて地 

大阪湾 
神戸沖うめたて 
しょぶん地 

夢洲しょぶん場 

大阪市 

淀川 

■消化ガスエンジンによる発電 

 （中浜下水処理場） 

しょ　 り 
わん 

じんこう しま まいしま 

し せつ 

う 

ねん りょう 

き　 かい 

か　 がく   かん 

ねつ れい   だん   ぼう 

はつ   でん     き 

しょう   か 

お     でい 

ようゆう 

なか　はま　げ　 すい　しょ　り　じょう 

すいさい 

ガスタンク 

消化ガス 

発電機と消化ガスエンジン 

消化槽 

電力 

下水処理設備 

そう 

せつ び 

しざい 

まいしま 

ゆう    ほ    どう 

わん う 

がい  こく じん  けん しゅうせい 
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下水道資源としてのスラグや焼却灰は、コンクリートやレンガの材料として利用し、
また、エネルギーとしての消化ガスは、ガス発電の燃料などに利用しており、循環
型社会の形成や省エネルギー・地球環境の保全に寄与していることを学ぶ。 

指導上の留意点（ポイント） 

　下水を処理することにより、毎日大量の汚泥が発

生します。これらの大部分は、焼却し、減量化して

から北港処分地に埋立処分してきましたが、処分

地の受入能力にも限界があります。また、合流式下

水道の改善などにより、下水汚泥は今後発生量の

増加が見込まれます。 

　そこで、資源の有効利用の観点から、下水汚泥

を建設資材としてさらなるリサイクルを促進する施設

として、舞洲スラッジセンターや平野下水処理場の

汚泥溶融炉で汚泥を溶融スラグ化し、建設資材の

一部にしています。 

　下水道は、エネルギー資源としても大きな可能性

を秘めています。また、下水道が有する利用可能な

エネルギーは、経済面だけでなく地球環境にやさし

いクリーンエネルギーとしての価値もあります。 

　海老江下水処理場では、下水処理水の熱エネル

ギーを利用したヒートポンプ設備で下水道科学館な

どの冷暖房の一部をまかなっています。また、海老

江下水処理場の燃料電池発電施設や中浜下水処

理場の消化ガス発電システムでは、下水汚泥の処

理過程で発生する消化ガスを利用し、使用電力の

一部をまかなっています。 

　また、津守下水処理場では、消化ガスを燃料とし

て発電を行うだけでなく、排熱を利用できるコージェ

ネレーションシステムを用いた施設の建設を、民間事

業者の資金力、技術力を活用できるPFI手法を用

いて行っています。 

■汚泥の減量化 

　汚泥処理設備のあるほとんどの下水処理場では、

機械的に汚泥の濃度を濃くし、汚泥量を減量化し

ているため、その後に汚泥を集中処理する施設・舞

洲スラッジセンターの設備（溶融炉など）の建設費を

安くすることができています。 

■舞洲スラッジセンターの外観デザイン 

　2003年（平成15年）に完成した舞洲スラッジセン

ターの建物のユニークな外観デザインは、オーストリ

アの環境保護芸術家故フンデルトヴァッサー氏によ

るものです。 

■汚泥がレンガやコンクリートに 

汚泥焼却施設(平野下水処理場)

［下水汚泥の有効利用］ 
■消化ガスで電気をおこす 

［エネルギーの有効利用］ 

津守下水処理場消化ガス発電施設（完成予想図） 

消化槽 ガスタンク ガス前処理設備 燃料電池 

汚泥  電 力  

消化ガス 

■消化ガスを活用した燃料電池による発電（海老江下水処理場） 

■太陽光発電システムによる発電（十八条下水処理場） 電力会社 

交流 

下水 直流 直流 

太陽光を半導体の力によ 
り直流電力に変換します。 

各モジュール電力 
を集合接続します。 

発電した直流電力を使用で 
きる交流電力に変換します。 

ポンプ室 沈殿池　 沈澄池　 反応槽　 塩素消毒　 

河川　 
処理水 太陽電池モジュール 接続箱 

下水処理場 

パワーコンディショナ 



●下水処理場の広さ 
　大阪市の１２か所の下

水処理場をあわせた広さ

は、約１００万m２で、

大阪城公園とほぼおなじ

広さがあります。 

　放出下水処理場の芝生

広場は、近くにある中学

校のブラスバンドの練習

の場として利用されてい

ます。また、住之江抽水

所グラウンドは、少年野

球の練習場として利用さ

れています。 

放出下水処理場（上部）芝生広場 住之江抽水所グラウンド 

放出下水処理場（上部）市民農園 

 

油や砂やごみなどを流すと、下水管のやくわりを十分にはたすことができません。 
油がたまって、 

下水が流れにくくなる  

ねずみがふえる 

いやなにおいがする 

生ごみがくさる 

しょ　 り 

しば     ふ 

し      せ  つ 

はたら 

しん  すい 

はなてん しば ふ すみのえちゅうすいしょ 

2524

24 25

下水処理場などの上部空間に芝生広場や農園などを整備して市民に開放し、活
用されていることを理解する。 

●下水道が使えなくなると、現在の生活ができないので、大切に使う心がけを学ぶ。 
●下水処理には、多額の費用をかけて水をきれいにしていることを学ぶ。 
●自分の家で油や台所の残り物をどう処分しているか調べてみる。 

●下水道を使うことで、毎日、衛生的で快適な生活ができることを確かめる。 
●私たちの生活の中で、下水道を大切に使うために、何ができるか考える。 

指導上の留意点（ポイント） 

■ごみや油などを下水道に捨てない 

①野菜くずや油など台所の残り物は生ごみとして

処理してください。 

②特に、油が下水処理場に流入すると機械類に

付着して点検整備ができなくなり、適正に作動

しなくなる恐れがあります。 

③また、反応槽に入ると有機物を処理する微生物

に付着して正常な働きができなくなります。 

■水のむだ遣いをやめましょう 

①水の量が増えるとポンプの運転台数が増えること、

薬品の使用量も増加するなど、エネルギー消費

量が大きくなる。 

②使用する上水の量も増えることになるので、水道

水をつくるエネルギーも増えることになる。 

③取水した河川の水量が減ってしまう。 

■洗剤の使用について 

①洗剤に入っている界面活性剤が多量に流入す

ると、水処理施設で発泡するとともに、処理に影

響を与える。 

②空気撹拌する反応槽ではたくさんの泡が発生し、

数メートルの厚みになることがあります。さらに、

放流河川でも泡立ちが消えず、水質や美観に

影響を与えます。 

トイレットペーパー以外の物を流すと、トイレや下

水管が詰まったりします。 

 下水処理場や抽水所(ポンプ場)の上部は、過密

化した都市では、うるおいのある空間を創り出すう

えで貴重な都市空間である。 

　これらの空間を利用して、いろいろな施設をつく

り、市民の憩いの場、交流の場として活用されてい

 大阪市では、これまで下水処理場の上部利用として「多目
的広場」や「芝生広場」などの整備を行なってきました。放
出下水処理場の上部利用施設を整備するにあたり、近隣
地域の施設整備状況や地域住民からの要望等を検討し
た結果、「市民農園」「せせらぎのある緑地」を採用し、市
民の憩いの場を提供しています。 
　また、同上部利用施設は、土地活用の模範的事例として
「平成17年度土地活用モデル大賞（特別賞）」を受賞しま
した。 

■施設の上を運動場に 

●十八条下水処理場（S６３～ スポーツ広場：3,700m２） 
●市岡下水処理場（H１３～ 建設局西工営所：3,400m２） 
●平野下水処理場（H１５～ 芝生広場：5,000m２） 
●放出下水処理場 
　　　（H１７～ 市民農園・芝生広場・緑地：14,000m２） 
●弁天抽水所（S５９～ 屋上公園：3,300m２） 
●住之江抽水所（H１２～ 多目的グラウンド：3,700m２） 

●大阪市の上部利用事例 

●放出下水処理場上部利用施設 

平成17年度土地活用モデル大賞（特別賞） 

［放出下水処理場］ 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

［施設の上部利用］ 

放出下水処理場上部利用施設平面図 



●下水道科学館 
◆場所…大阪市此花区高

見１-２-５３　�０６-６４６６-３１７

０ 

◆開館時間 

…午前９時３０分～午後５時

（入館は午後４時３０分まで） 

◆休館日…月曜日（月曜日

が祝日等の場合は翌日）年

末年始（１２月２８日～１月４日） 

◆入場料…無料 

●自走式テレビカメラ 
　人が入れないような細い

下水管でも、このカメラを

入れて、中のようすを点け

んすることができます。 
バラ園（住之江下水処理場） 

■下水処理場の木 
処理場名 

大　野 
海老江 
平　野 
十八条 
中　浜 
津　守 
放　出 
住之江 
千　島 
市　岡 
今　福 
此　花 

ウ　メ 
ツバキ 
ジンチョウゲ 
レンギョウ 
サクラ 
ヒラドツツジ 
ヒラドツツジ 
バ　ラ 
ノムラモミジ 
サルスベリ 
キンモクセイ 
サザンカ 

2月 
2月～4月 
3月 
3月～4月 
4月 
4月～5月 
4月～5月 
 
（春～秋） 
7月～9月 
9月 
12月～2月 

5月～6月 
10月～11月 

主　木　名 開花時期 

花のさくころには、たくさんの市民がおとずれ、花
を楽しんでいます。 

阪神電鉄「淀川」駅から歩
いて約７分 

たい   こう 

（おおの） 

（えびえ） 

（ひらの） 

（じゅうはちじょう） 

（なかはま） 

（つもり） 

（はなてん） 

（すみのえ） 

（ちしま） 

（いちおか） 

（いまふく） 

（このはな） 

 

はたら 

たん  けん 

し　せつ 

しょ　り 

せ 

わり 

じ   そう しき 

ゆ た  

2726

26 27

下水道は都市基盤施設としての本来の役割だけでなく、人々が豊かで快適に暮
らしていくために、さまざまな取り組みを行っていることを理解する。  

参加体験型施設の下水道科学館の説明や道頓堀川水質対策、地震などの災害
対策などの取り組み事例を紹介して、さまざまな取り組みを行っていることを学ぶ。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

●下水道科学館の役割 

　下水道科学館は、都市の暮らしを支える大切な下水道の役
割やしくみと働きなどを楽しく、わかりやすく学んでいただける参加
体験型の施設となっています。大阪市の近代下水道事業着手
１００周年記念事業の一環として、平成７年に開館されました。 
　年間約１０万人の来館者があり、平成１７年度末の累計来館
者は、１１５万人となっています。大阪市内小学校の来館は、平
成１７年度２８校で市内小学校の１割程度です。 
　下水道科学館では、下水道を楽しく学習していただくために「地
下探検号」「マジックシアター」などにより、世界各国の下水道
の紹介や大阪市の下水道の歴史としくみなどを学習する施設が
あります。 
　下水道科学館の年間行事は、８月下旬に、水質実験教室や
ホタルの観察などの「夏休みこども教室」、１１月中旬には、処理
場と科学館の見学を含めた「水の流れツアー」を開催しています。 
　今後は、９月１０日の「下水道の日」に下水道「市民講座」を開
催する予定です。 

　（財）大阪市下水道技術協会は、平成１８年９月に「下

水道ふれあいボランティアの会」を発足しました。その

主旨は、下水道に関する豊富な知識と経験を有する大

阪市下水道退職者を中心に、下水道の歴史、市民生

活及び自然環境への果たす役割など市民を対象に下

水道の共有と発展に寄与していく社会貢献事業です。 

　現在の活動は、大阪市文化財に指定された「太閤（背

割）下水」の見学対応を行っています。 

　今後は、下水道科学館での「市民講座」、学校や団

体への「出前講座」等を検討しています。 

●出前講座とは 

　下水道の担当者が、学校へ出向き、下水道のはなしや下水
処理のしくみを実験器具等を使って下水道を理解してもらうた
めの取組みです。 
　問い合せ先：(財)大阪市下水道技術協会 
ＴＥＬ.０６－６６１５－６３７６　　ＦＡＸ.０６－６６１５－６３９８ 
平成１９年９月以降より実施予定 

●市民講座とは 

　下水道は家庭生活に重要なものですが、市民の関心
を高めていただくための取組みです。子ども達や父兄の
皆さん方に、下水道のしくみや役割を解りやすく説明をし、
楽しんでいただくイベントを企画します。 
　９月１０日の「下水道の日」に併せて開催する予定です。 
　詳しくは、「市政だより」などでお知らせします。 

■花の下水処理場 

■下水道ふれあいボランティアの活動 

　大阪市の下水処理場は、市民に親しまれる

下水処理場をめざして、花の咲く木を中心に

緑化を行い、樹木に囲まれた美しい景観を創

り出しています。 

　各下水処理場では、開花の時期に各種イ

ベントを実施しています。 

　道路のマスや溝にごみ・砂などが入ると、 

下水管が詰まってしまったり、ポンプ場や下水処理場で

機械設備に影響を与えます。 

　また、これらのマスの上に、ビニールのごみが詰まった

りプランターなどを置くと雨水が流れ込みにくくなって、

道路に水があふれてしまい、浸水の原因になります。 

■下水処理場の木 

処理場名 
大　野 
海老江 
平　野 
十八条 
中　浜 
津　守 
放　出 
住之江 
千　島 
市　岡 
今　福 
此　花 

ウ　メ 
ツバキ 
ジンチョウゲ 
レンギョウ 
サクラ 
ヒラドツツジ 
ヒラドツツジ 
バ　ラ 
ノムラモミジ 
サルスベリ 
キンモクセイ 
サザンカ 

2月 
2月～4月 
3月 
3月～4月 
4月 
4月～5月 
4月～5月 
 
（春～秋） 
7月～9月 
9月 
12月～2月 

5月～6月 
10月～11月 

主　木　名 開花時期 
6474-0731 
6462-0112 
6757-3309 
6399-6469 
6969-5847 
6561-0160 
6961-9300 
6686-5123 
6551-0766 
6571-3363 
6939-7667 
6468-0017

問い合せ先 



十八条下水処理場十八条下水処理場 

平野下水処理場平野下水処理場 

大野下水処理場大野下水処理場 海老江下水処理場海老江下水処理場 

此花下水処理場此花下水処理場 

市岡下水処理場市岡下水処理場 

千島下水処理場千島下水処理場 

中浜下水処理場中浜下水処理場 

今福下水処理場今福下水処理場 

放出下水処理場放出下水処理場 

津守下水処理場津守下水処理場 

住之江下水処理場住之江下水処理場 

舞洲舞洲 
スラッジセンタースラッジセンター 
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千島下水処理場 

中浜下水処理場 

今福下水処理場 

放出下水処理場 

津守下水処理場 

住之江下水処理場 

舞洲 
スラッジセンター 

すでにできたパイプ 

これから作るパイプ 

■どろをはこぶパイプのせいび 
 

整備前の道頓堀川 

整備後の道頓堀川 
周辺 

きれいな水の流れが

とりもどされると、

水に住む生き物も、

もどってくるかもし

れないね！ 
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　大阪ミナミの繁華街を流れる道頓堀川は、水の都大

阪の顔となっています。この道頓堀川で川と町が一体と

なった新たな水辺空間を創造するため、川沿いの遊歩

道整備などを行う道頓堀川水辺整備が進められていま

す。 

　道頓堀川に潤いと憩いの場を創造するためには、水

質の向上が必要です。 

　その対策としては、道頓堀川をはじめとする市内河

川や大阪湾のより一層の水質浄化のため、降雨初期の

汚れた雨水を貯留できる平成の太閤下水、雨水滞水

池(処理場・抽水所等の地下に雨水を溜める池を造る)

の建設や大阪市が独自に開発した雨天時下水活性汚

泥処理法の導入などを進めています。 

　浅い時には、道路に溝を掘って下水管を埋めますが、深い時
には、発進立坑(縦穴)と到達立坑(縦穴)を二つ掘って、その間を
シールドマシンという機械でトンネルを掘り結びます。その後、二
つの立坑は、マンホールとなります。マンホールは、人が入って点
検する所・雨水を汲みだすポンプ室等、様々な用途に使用され
ます。 

■水辺整備のとりくみ 

■道頓堀川・東横堀川の水質浄化対策 

平面図 

道頓堀川 

大　川 

東横堀～桜川幹線 
（南北線） 

東横堀～桜川幹線 
（東西線） 

東
横
堀
川 

土
佐
堀
津
守
幹
線 

平成の太閤下水 
  管径約6m 
  延長約4.7km( (

対策施設への接続管 

貯留管 

既設管渠 
自然吐き口 
  道頓堀川・ 
  東横堀川 
  計28か所 ( (

(

貯留管（直径約6m×延長約４．７km） 
　　　（貯留量：14万m3） 

深さ約５０m

近鉄奈良線 

地下鉄 
千日前線 

地下鉄 
長堀鶴見緑地線 

地下鉄中央線 
関西電力 
洞道 

京阪本線 

天神橋 大川 
中之島公園 中之島公園 中之島公園 

土佐堀通 
本町通 

中央大通 

堺　筋 

阪神高速1号環状線 
東横堀川 東横堀川 東横堀川 

松屋町筋 

長堀通 

道頓堀川 道頓堀川 道頓堀川 千日前通 

国道２５号 

天王寺動物園天王寺動物園 天王寺動物園天王寺動物園 天王寺動物園 

N

■平成の太閤下水 

なぜ、トラック輸送から 
パイプ輸送にするのか。 

　下水を処理することにより、毎日大量の汚泥が発生し
ます。大阪市では、これまで12か所の下水処理場から発
生する汚泥を溶融・焼却処理を行っています。しかし、合
流式下水道の改善などにより、今後発生量の増加が見
込まれる汚泥をより効率的に処理するため、各下水処理
場間で汚泥のパイプ輸送化を行います。 
　トラック輸送を削減することで、市民・子ども達への交
通安全面での配慮・臭気の削減・排気ガスの削減等に
寄与できます。 

Q

Q
降雨初期の雨水は、下水管内に沈殿している汚い物も
押し流して行くのでかなり汚れていますが、一定の水量

までは下水処理場へ流下させ、雨の強さが一定の水準
を超えると、貯留管に流入します。降雨終了後に、貯留
管に溜めた汚れた雨水をポンプで汲みだし、下水処理
場へ既設下水管を利用し汚れた雨水を送り、処理した
後に海や河川に放流します。 

雨のときに貯留管などに溜めた 
雨水はどうなる。 

下水管は、 
どのように工事を行って埋めるのか。 Q

　仮設トイレ受入施設から下水処理場までの下水管が地震等
により壊れてしまうと、仮設トイレから汚物を流せなくなるので、仮
設トイレ受入施設から下水処理場までの下水管についても、重
要な下水道施設と位置づけ耐震化を図っています。 

仮設トイレ受入施設から 
下水処理場まではどうなっているのか。 Q

トンネルを掘るイメージ図 

シールドマシン（直径約4m）の写真 

汚泥 

下水処理場（B） 下水処理場（A） 

下水処理場（A） 

トラック運搬 

舞洲スラッジセンター 



●ホームページの利用 
　そのほかのくわしいこ

とについては、大阪市建

設局ホームページ（URL   

 

　　　　　　 で調べる

ことができます。 

　たとえば、地面の下の

下水道のようすを見るこ

とができます。 

●インターネット（大阪市ホームページ） 
　URL  http://www.city.osaka.jp/ame/ 

●降雨情報ファクシミリサービス 
　TEL.０６-６６１５-７９００ 

●携帯電話公式サイト（３社） 
　i-mode.  Soft Bank.  EZweb（日本気象協会と連携） 

降雨レーダ 

インターネットによる情報の提供 

屋上に降雨レーダが 

設置されているオー 

ク１番街 

（大阪市港区） 

http://www.city.osaka.

jp/kensetsu/） 

こう      う     じょう   ほう 

しん　すい 

けいたい 

せっち 

ていきょう 

こう う 

れん けい 
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下水道について学習のまとめとして実施する。  

皆が分担して記事を書くようにグループ分けを行う。 
記事の内容については、下水道の学習により、①はじめて知ったこと ②驚いたこ
と ③皆に伝えたいこと を書く。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

●降雨情報システム 

　大阪市の雨水対策整備率は平成18年3月末で約77.4%と
全国平均を上回るものの、集中豪雨時には、今なお浸水が発
生しています。また、大規模な雨水排水施設の整備には、長い
年月並びに莫大な費用を必要とします。 
　このため、局地的な集中豪雨や台風による都市型の浸水被
害を最小限にくい止めるために、大阪市では、情報をもとに土の
う等を用意し、町会に配ったり、市民に自主防衛を行っていただ
くために、インターネット・ファックス等で降雨情報の提供行って
います。 

●施設管理（管路）システム（ＡＳマップ） 
 　現在、市内の下水道管の総延長は4,841km、マンホールの
数は18万個を超えています。ＡＳマップはこれらの膨大な施設に
関する情報を一元的に管理し、効果的な維持管理業務の実現
と老朽管のリフレッシュ化支援並びに、多様化する市民ニーズ
に対応するものです。また、公共下水道の埋設状況は、インター
ネットにより公開しています。 

●下水道総合情報システム 
 　その他のシステムとして、100年あまりか
けて築いてきた下水道事業(計画・設計・
建設・管理・経営など業務全般)に係わる
情報を総合的に管理することにより、多様化・
複雑化する事業の効率化・適正化が図られ、
下水道の安全性・信頼性を高めることや、
貴重な技術情報を将来にわたって継承す
ることなどを目指し、下水道総合情報シス
テムは21世紀の下水道運営を支える情
報基盤を確立するものです。 

学習活動
 

（話し合い
） 出来上がった新聞の要点について、
各グループごとに発表を行い、それ

に対して他のグループから意見・感想を求めると、

より学習の理解が深まる。 

 
　 
 

マッピング系システム 

勘定系システム 

下
水
道
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム 下水道技術系システム 

施設管理 

用地管理 

工事積算 

事務処理 

計画設計 

降雨情報 

運転管理 

水質管理 

大阪市
 

上下流追跡 
管渠属性表示 

ア ス 



年代・年 下水道のあゆみ・できごと 

大阪市の下水道のうつりかわり 

　下水道の施設の大部分は地面の下に作られていて、いつもはあ
まり目にすることはありませんが、わたしたちが、清潔で気持の
よい便利な生活を送るうえで、とても大切な働きをしています。
また町の美化や、川や海の水をきれいにする、大雨の時に町を浸
水から守るなどの役目もしています。 
　3・4年生の社会科では、市民の安全で豊かなくらしを守るために、
市のいろいろな係の人が協力して、さまざまな努力や工夫をして
いること、また、わたしたち市民は、どうすればよいかなどにつ
いて学習します。この本は、そういう学習の時に、資料として、
また、読み物として利用できるように考えて作りました。社会科
だけでなく、6年生まで続く総合学習の時間などでも活用すること
ができると思います。 
　また、保護者の方も一度お読みいただいて、本市下水道事業へ
の理解をいっそう深めてくださることを願っております。 

全国小学校社会科教育研究協議会顧問 
元大阪市立常盤小学校長 

大阪市小学校教育研究会 
社会部長・大阪市立常盤小学校長 

大阪市立堀江小学校 

大阪市立南田辺小学校 

大阪市立榎並小学校 

大阪市常盤小学校 

大阪市立矢田東小学校 

大阪市教育センター 

小西　敏明 

後藤　陽子 

二俣　峰雄 

川辺　智久 

向　　康宏 

柴田　華子 

村上　昌志 

堀　　公明 監 修  

編集委員 

発 行 者  

発 行  

財団法人 大阪市下水道技術協会 

２００７年（平成１９年）３月 
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　1583年から始まった大阪城築城に伴って、道路と下水溝（太閤下水）

が備えられた町づくりは、わが国の都市計画の歴史で画期的なものと評

価されます。 

　大阪市でもコレラの流行などが契機となって、明治27年（1894年）か

ら近代的下水道事業に着手しました（これを中央部下水道改良事業と

いいます）。この事業では、太閤（背割）下水の底にコンクリートを打って

流れを良くし、上部に板石で蓋をして暗渠としました。総事業費は104万

円で、当時の本市の単年度決算額の約6倍にもなります。 

　市中心部の下水道は、明治34年（1901年）に一応の整備をみました

が、その後も市域の拡張等に伴い、周辺部の下水道改良事業や大正

11年（1922年）から都市計画事業としての下水道改良が行われました。

その後、人口集中、工業の発達など、急激な市勢の発展のもとで下水

の量も増加し、河川等の水質汚濁をまねいたため、下水の処理・浄化

が必要となり、｢大阪市下水処理計画｣をまとめ、大正14年（1925年）に

は、市岡抽水所内に下水処理装置を建設し｢促進汚泥法｣（活性汚泥

法)による下水の処理・浄化の実験（処理水量4,800ｍ3/日）を経て、昭

和15年（1940年）4月に、津守・海老江処理場が通水しました。 

　また、下水道事業の財政についても事業経営の基本とも言うべき下

水道使用料制度を昭和13年（1938年）に創設するなど、わが国の下水

道事業の健全な運営に寄与しました。 

　昭和57年（1982年）には、全12か所の下水処理場の活性汚泥法に

よる処理（高級化)が達成され、水洗普及についても、昭和52年（1977

年）に南区（当時）が全国の市町村・行政区で初めて水洗化100％を

達成し、現在では13行政区が水洗化100％となっています。 

　こうした一方、高度成長期における都市化の進展で家屋等の密集、

道路の舗装化等により、降った雨の大半が地面に浸透せず、一時に下

水管へ流入するようになって浸水被害が起こり、天王寺～弁天下水道

幹線やなにわ大放水路などが建設され、浸水防止の対策事業も進捗

をみています。 

　平成6（1994年）年度には、事業着手100周年を迎え様 な々記念事

業が行われ、下水道科学館が平成7年4月にオープンし、下水道の普及

啓発に努め、多数の見学者を受け入れています。 

　平成16年3月に、汚泥の集中処理場である舞洲スラッジセンター第1

期事業が完成しました。また、平成17年6月には、環境に配慮した下水

道事業をめざすことを理念とし、全事業所でISO14001の認証を取得し

ています。 

　今後も、雨水排水施設を建設して浸水対策を図るとともに清らかな川・

豊かな海を甦らせるための水質保全対策や下水道資源を豊かな都市

空間の創出のために有効利用するアメニティ対策などを進め、同時にこ

れらの施策の中で、老朽施設のリフレッシュ、地震に強い下水道づくり

が求められます。 

 

教 材 の 補 助 とし て  

現在の大阪市の下水道は、豊臣時代の太閤下水から始まり、日本の都市の中で
も早くから下水道整備を行ってきた歴史を理解する。  

自分たちが通っている学校のある場所が、いつ頃から下水道を利用できるように
なったかなどの視点で大阪市の下水道の理解を深める。 

学習の目標 

指導上の留意点（ポイント） 

発 行 者  

発 行  

財団法人 大阪市下水道技術協会 

２００７年（平成１９年）３月 
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